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い、ということを表しています。（図 12）図 13 は
拡大したものです（図 13）。それから図 14 は、さ
まざまな虐殺が起きていることを表しているもの
です（図 14）。もう一つの媒体が、『サルワの板絵』
です（図 15）。サルワという地域に伝わる、もと
もとは親戚や両親、あるいはコンパードレス（名
付け親）などが、結婚した夫婦、親戚の人たち、
子どもたちに、人生にどのようなことがあったの
かを記録するために、家の柱や壁に掲げる絵です。
そういった伝統的なものを使って、村でどういう
ことがあったのかを記録していくこともなされて
います。
さて、違和感があるという話に戻ります。最後
の私の違和感は、このモニュメントは、冒頭に申
しましたように、個人の名前、犠牲者の名前を刻
んでいくことを基本にしています。確かにそれは
記憶として非常に重要だと思いますが、この記憶
はその犠牲者だけに還元されるものでは決してあ
りません。特にアンデスの山や共同体に入ると、「隣
人同士の争い」と呼びますが、そういう色彩が非
常に強いのが、実はこの政治暴力でした。もとも
とアンデスの共同体社会の中で、村のなかでも、
あるいは村同士でも、あるいは家族同士で、など
など、さまざまな争いがありました。土地をめぐ
る争いや、水をめぐる争いなどです。そういった
ものを利用してセンデロ・ルミノソが入っていく
ということがありました。一方がセンデロ・ルミ
ノソで、他方がそうではないという関係が、村の
なか、家族のなか、あるいは村と村との間にあり
ました。それが、地方での記憶として残っています。
それらは、先の触れました民芸品でも記録されて
おりますが、むしろ、アンデス高地に住んでいる
人々にとっては、そうした記憶のほうが身近な記
憶です。つまり、少し隔絶した、あるいは亀裂、
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ポストコロニアル的な亀裂と言ってもいいかもし
れませんが、そういったものを反映する象徴とし
て、『涙する目』は、実は現在まで存在していると
言わざるを得ません。
6． 『パチャママの涙』ではなく
『パチャママの夢』として
しかし、このモニュメントを現在、過去、つま
り 20 年前から今という時間軸ではなくて、将来に
向けてみると、別の読み方もできるのではないか
と思います。よく言われることですが、未完のペ
ルー性、創造の過程のペルー性、ラテンアメリカ性、
あるいはコロンビア性、メキシコ性など、ほかの
ラテンアメリカの国々も含めて、何をもって自分
たちのアイデンティティとするかと問われた時に、
実は、ラテンアメリカの多くの国々においては、
その答えはまだまだ固まっていないという認識が
あります。多様なメキシコとか、複数のメキシコ
といった言い方もありますし、さまざまな形でそ
ういうことは表現されています。ペルーにつきま
しても、固まったものではありません。
こうした中で、もうすでに亡くなってしまいま
したが、ペルー人の文化人類学者ロベルト・ミロ
ケサダが、アンデス的なものは、結局ペルー的な
ものではないのだと、少し逆説的なことを言って
います。アンデス的なものだけで、そのペルー性
は将来作られるものではない、というのです。ア
ンデス的なものもあれば、白人的なものもあるだ
ろうし、あるいはアジア的な―アジア人の移民も
いますので―日系をはじめとする、そういったさ
まざまな要素があって、それらがどういう形で何
らかのまとまりになっていくかというのは、なか
なか難しい、まだまだ創造の過程にあります。そ
ういったものが何らかの形で、基盤はそれぞれに
置きつつも、最後は全体として、将来いつになる
かわかりませんが、ときには衝突しつつ、ときに
は協和しつつ、最後は何らかの像を結んでいくの
であろうと考えることができる、ということを言っ
ています。その観点からみますと、まさに今の『涙
する目』は、パチャママの涙という表題がついて
おりますとおり、中心になるパチャママの像から
放射状に涙が流れ出ていくという形で構想されて
いますが、そうではなく逆の読み方があるのでは
ないか。つまり遠心的ではなくて、むしろ求心的
にそれぞれが違う立ち位置から、あるいは場所か
ら出発しても、どういう形になるか、どういう経
路を経るかわかりませんが、最後は何らかの形で
のパチャママの像、中心に何らかの像を結ぶであ
ろうという逆の方向性です。このモニュメントを
このように読み解くような状況が生まれてくると
すれば、おそらくペルーの、今のような分裂・亀
裂が、少しでも変わってきている、そういう兆候
として読み取る、理解することができるのではな
いかと考えております。（図 16）
以上の議論を受けて、命名するのは少々おこが
ましいですが、『パチャママの涙』ではなくて、『パ
チャママの夢』として、このモニュメントが読み
返されるようなことがあったら、おそらくペルー
社会は大きく変わりつつある、大きく変わる舵を
切り始めているのだと言えるのではないかと考え
ております。
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